
株式会社いろは 社内報

2025年3⽉発⾏
株式会社IRODORI

Japan�Wagamama�Awards�2025は、少⼦⾼齢化や地⽅の⼈⼝減少といった社会課題に対し、10代の若者が⾝近
な⼈の困りごとを解決するためにデジタル技術を活⽤し、アプリを開発するコンテストです。
本アワードでは、マサチューセッツ⼯科⼤学（MIT）が提供するMIT�App�Inventorを活⽤し、⾃分や⾝近な⼈の
「たったひとりのワガママ」を出発点として、課題を解決することを⽬指します。そして、この過程で地域や社
会が抱える、より⼤きな問題にも新たな解決策を⾒出せることを重視しています。

このプロセスは、MITの教育理念にも深く結びついており、「ものづくりを通じて学ぶ（コンストラクショニズ
ム）」、「⾃分の⼒で問題を解決できるという⾃信を育む（セルフエフィカシー）」、「論理的に考え、試⾏錯誤しな
がら実践する⼒を養う」という考え⽅が、このアワードの根幹にあります。

2024年11⽉から全国で体験会を実施し、⼀次エントリーとメンターによる⽀援期間を経て、2025年2⽉23⽇に
はファイナリスト8チーム（総勢13名）が最終プレゼンテーションに挑みました。本レポートでは、地域社会に
貢献しようとする若者たちが、「たったひとりのワガママ」を実現するために挑戦した軌跡をご紹介します。
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Japan�Wagamama�Awards2025の開催を無事に終え、多くの挑戦が⽣まれ
たことを嬉しく思います。地域の⼦どもたちが想いを持って、“たったひと
り”のワガママから課題を⾒つけ、解決に向けて取り組む姿に、周囲の⼤⼈
たちも⼤きな刺激を受けました。本⼤会を通じて、微⼒ながら地域に明るい
ニュースを届け、⼩さな変化の兆しを⽣み出せたのではないかと感じていま
す。今後も挑戦の輪を広げ、地域と世界をつなぐ機会を増やしていきます。
ご⽀援・ご協⼒、誠にありがとうございました。

代表からのメッセージ

Japan�Wagamam�Awards 
�2/23最終プレゼン開催
〜世界への挑戦に向けて〜

ワガママLab�Executive�Director
永井�彩華｜Nagai�Ayaka�
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エントリー希望者23名全員を対象にオンライン講義３回、中間発表、
伴⾛⽀援を実施
�・講義①1/13(⽉)17:00-18:30
�・講義②1/18(⼟)19:00-20:30
�・中間発表�1/21(⽕)19:00-21:00
�・講義③1/26(⽇)19:00-20:30
�・随時：伴⾛⽀援（1組につき約2~4時間程度�)

2025年2月7日 JWA実施

2024年11月�12月

これまでの活動

11⽉1⽇：Japan�Wagamama�Awards2025ホームページ公開
11⽉~12⽉：全国10市町村、オンライン開催4回、
      �合計16回の体験会を実施�

情報公開・10市町村で体験会実施

参加⼈数�71⼈

体験会参加者を対象に、JWA参加希望者はアンケートに回答
希望者14組（23名）

8組（13名）の出場が決定
�伴⾛⽀援を実施（1組につき約3~6時間程度）

ファイナリストによる
最終プレゼンテーションを東京にて実施

グランプリ2組が決定！

2025年1月6日 エントリー締切

2025年1月7日  � 1月31日 オンライン講座・伴走支援

2025年2月7日

MIT�AI�Education�Summit�でのプレゼンテーション

2025年7月14日�16日

ファイナリスト決定

2025年3月1日�6月末日

ファイナリスト伴⾛⽀援期間
アプリのブラッシュアップを⾏います。

学⽣の募集や伴⾛に関わってくださった⽅々の総数は82名でした。
⾃治体職員・ワガママLab認定ファシリテーター・教員・地域の事業者・企業サ
ポーター・運営チームのみなさまなど、多くの⽅々にご協⼒いただけたこと、改
めて御礼申し上げます。
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⾦⼦�嘉宏�⽒
東京学芸⼤学�教授�
教育インキュベーションセンタ
ー⻑
⼀般社団法⼈STEAM�Japan理事

マサチューセッツ⼯科⼤学が開発した
「MIT�App�Inventor」を使ってアプリをつ
くりました。無料のビジュアルプログラミ
ング環境で、誰でもスマートフォンやタブ
レット向けのアプリを簡単に作成できま
す。�登録ユーザー数は世界中に約2,371万
⼈おり、プロジェクト数は約1億1,418万件
に達しています。

最終ファイナリストによるプレゼンテーション
世界を体感するトークセッション（英語）

スペシャルゲストとして世界で活躍する⾼校⽣
App-In�Club代表／Mr.Tianyi�Huang⽒を招待。
活動の紹介と世界のAIのトレンドを英語にて紹介

参加者交流
ファイナリストが開発したアプリ体験
最終選考・授賞式

各分野の専⾨家である審査員からエンパワーメン
トされるコメントとともに賞を贈呈。

■2/23当⽇の様⼦

⽂部科学省・茨城県鉾⽥市・栃⽊県真岡市・兵庫県洲本市・岡⼭県津⼭市・柏市社会福祉協議会・静岡県南伊⾖町・
福島県須賀川市・須賀川市教育委員会・群⾺県嬬恋村・嬬恋村教育委員会・⼤阪府阪南市・阪南市教育委員会・北海
道東神楽町・東神楽町教育委員会・福島県⽮祭町・⽮祭町教育委員会・島根県江津市・江津市教育委員会・島根県川
本町・島根県川本町教育委員会・AKKODiSコンサルティング株式会社（会場協⼒）

<後援⾃治体・団体⼀覧>

■審査員紹介

■MIT�AI�Education�Summit ■MIT�App�Inventor�とは

永井�彩華�⽒
株式会社IRODORI�取締役
ワガママLab�Executive
Director

脇�雅昭�⽒
よんなな会発起⼈

Dr.�Natalie�Lao
App�Inventor�Foundation
Executive�Director

⽯原�正雄�⽒
マサチューセッツ⼯科⼤学認定
教育モバイルコンピューティング�エキ
スパートトレーナー

⼭⽥�崇�⽒
信州⼤学�特任教授
キャリア教育・サポートセンター
「⽇本⼀おかしな公務員」著者
元塩尻市役所職員

グランプリ受賞者は、アメリカ・ケンブリッ
ジで開催の�MIT�AI�&�Education�Summit
に招待されます。本Summit�はMITがマサチ
ューセッツ⼯科⼤学が主催する世界中からAI
を教育に活⽤する実践者たちが集まる1年に
1度のイベントです。研究者や学⽣をはじめ
とした多様な⼈たちが集まり、⾃分たちの挑
戦を共有し合います。こうした国際的な舞台
で、⾃分たちの
アイデアを世界の
研究者や教育者に
発表します。 MIT�App�Inventorの普及と教育⽀援を⽬的

とする⾮営利団体で、世界中の誰もが創造
的に学び、アプリ開発を通じて社会課題を
解決できる環境を提供しています。

■共催：App�Inventor�Foundation
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料理が好きだけれど忙しいお⺟さんのために、毎⽇の献⽴を考える負担を
減らし、⾷品ロスを削減するアプリです。レシートの写真を撮るだけで、
そこに記載された⾷材をもとにAIがレシピを提案。余った⾷材を無駄なく
活⽤し、買い物の無駄も減らします。
CloudRunで画像からテキストを抽出し、ChatBotがレシピを⽣成。お⺟
さんの⾷事準備の負担が減ることで家族の時間が増え、外に出る機会が増
えることで地域も活性化する。そんな未来も⽬指したアプリです。

栃⽊県真岡市 中学2年⽣ 佐野�帆那さん
アプリ名：ちょクック 〜ちょっとの時間でcookするアプリ〜

不登校の中学⽣が安⼼して友達をつくれるオンラインコミュニティアプ
リです。⾃分⾃⾝が不登校であり、学校に⾏けない孤独感を解消するた
めに開発しました。同じ境遇の仲間とつながることで、孤⽴感を和ら
げ、⽀え合える環境を作ることが⽬的です。アプリではプロフィール登
録を⾏い、気の合う⼈を探して1対1のチャットが可能。不登校の⼦ども
たちが、毎⽇楽しく⼈とつながれるコミュニティをつくることを⽬指し
ています。

北海道東神楽町 中学2年⽣ 福永�紗良さん
アプリ名：HapiFure

⽯原�正雄�⽒

2/23最終プレゼンテーション結果2/23最終プレゼンテーション結果
〜Japan�Wagamama�Awards�グランプリ〜〜Japan�Wagamama�Awards�グランプリ〜

「たったひとりのワガママが、社会を動かす」本アワードのコンセプトを最も体現したチームに贈られる賞

当事者だからこそ⽣まれた、本質的な課題解決のアプ
ローチでした。不登校の⼦どもたちが安⼼してつなが
れる場をつくるというアイデアは、実際に必要なもの
を⾃ら形にしようとする強い意志が感じられます。こ
れはMIT�App�Inventorのビジョンとも合致し、当事
者が解決者へと転じる挑戦の場となりました。
課題設定の解像度の⾼さや実装可能性、アプリへのこ
だわりと熱意が評価され、受賞につながりました。

永井�彩華�⽒

⾝近な家族の課題に真摯に向き合い、必要な解決策を
⾼いレベルで実現した点が印象的でした。⽇々お⺟さ
んの様⼦を観察し、家事の負担を減らす⽅法を考え抜
いたことが、アプリの構想につながっています。さら
に、AIとOCR技術を活⽤し、レシートからレシピを提
案する機能を独⾃に考案し、ほぼ⾃⼒で実装した点も
評価。⾼度な技術を扱いながら使いやすさにこだわ
り、実現可能な形に仕上げた努⼒と創意⼯夫が⽀持さ
れ、技術⼒と実⾏⼒の両⾯で⾼く評価されました。



株式会社いろは 社内報

⺠⽣委員として地域の⾒守り活動を⾏う⺟が、「助けを必要としている⼈に気づけない
ことがある」と感じたことがきっかけで⽣まれました。ペットにエサをあげると管理ア
プリに記録され、反応がない場合は異変を察知できる仕組みを導⼊。⺠⽣委員の負担を
減らしつつ、⾼齢者⾃⾝が⾃然な形で⾒守られる環境をつくります。認知症予防にもつ
ながり、「誰も取り残されない安⼼できる地域づくり」を実現するためのアプリです。

北海道東神楽町 ⾼校1年⽣ 森⼭楓葉さん・中学1年⽣ 森⼭琥珀さん
アプリ名：繋がるペット つなペット・つなペット管理

部⾨賞：ネクスト・ビジョナリー賞部⾨賞：ネクスト・ビジョナリー賞
未来を⾒据え、独⾃の視点と⾏動⼒で新たな道を切り拓く次世代のリーダーに贈られる賞

最終選考結果最終選考結果 〜部⾨賞〜〜部⾨賞〜

「a1armath」は、数学を楽しみながら朝を迎えられるアラームアプリで数学が好きな
⼈や、朝起きるのが苦⼿な⼈に向けて、数学が⼤好きな3⼈の開発者によって制作され
ました。アラームを⽌めるには数学の問題を解く必要があり、解答後には⾖知識も表⽰
されます。島根県では理系⼈材が少なく、理数系の知識を持つ⼈が増えることで経済発
展につながる可能性があり、数学をもっと⾝近にし、楽しみながら学べる環境をつくる
ことで、理系⼈材の育成につながる第⼀歩となることを⽬指しています。

島根県江津市 ⾼校２年⽣ 成瀬新之助さん・横⽥航希さん・志波碩也さん
アプリ名：a1armath

部⾨賞：コミュニティ・インパクト賞部⾨賞：コミュニティ・インパクト賞
⼈々の⼼を動かし、まちや地域にポジティブな影響を与える存在となる可能性のあるチームを讃える賞

悩みを抱える⽣徒が、匿名で信頼できる先⽣とつながれる相談アプリです。⾃分⾃⾝が深
い悩みを抱えたとき、先⽣に相談したいのに話せなかった経験から⽣まれました。学校で
は「相談するのが不安」と感じる⽣徒が多くいます。そこで、匿名相談機能や、レビュー
を参考に先⽣を選べる仕組みを導⼊。「ここなら⾔えるかも」と思える場を提供します。
また、⽣徒の相談の増加が学校の課題発⾒につながり、教育環境の改善にも貢献。社会全
体で「話せる場」を増やし、孤⽴する⼦どもを減らすことを⽬指しています。

茨城県鉾⽥市 ⾼校３年⽣ 近藤双葉さん
アプリ名：ecoroke

部⾨賞：フューチャーSTEAM賞部⾨賞：フューチャーSTEAM賞
STEAMの⼒を活かして、未来を創造する挑戦を称える賞

「好きなことをとことん追求し、それを地域や社会とつなげることができた」と3⼈が語っ
たように、単なるアラームアプリではなく、数学好きが増え、地域にも理系⼈材を育てる
流れが期待されるインパクトの⼤きさが受賞の決め⼿となりました。

使いたくなる美しいインターフェース。さらに直感的に使いやすく、丁寧に設計されていること
が印象的。さらに、技術⾯でもFirebaseやデータベースを活⽤し、相談しやすい環境を実現し
ている点が⾼く評価しました。

このプロジェクトは⾝近な⽇常の視点を変え、当たり前を裏返すことで⽣まれた点が素晴らしい
かった。緊急時に⼈が動くのは難しいからこそ、普段の⽣活の中で⾃然に動ける仕組みをつくる
発想の転換が際⽴っていた。

⼭⽥�崇�⽒

脇�雅昭�⽒

Dr.�Natalie�Lao



�国の�ども�を
MITに�れていく

2025年は2�をマサチューセッツ⼯
科⼤�科へ�れていきます。より�
くの地域に�るいニュースと刺�を
�けること、そして�どもたちの成
挑戦の��をつくるため、2026年
は20�、2027年はさらに�くの�

�を��していきます。

�ども�の挑戦を
�援するチームをつくる
Japan Wagamama Awardsで活�した
�どもたちには、地域で�える�⾛者
の�在がありました。�たちは、ワガ
ママLab��ファシリテーター��を
�じて、�どもたちの挑戦に�り�
い、ともに�む�を�て、�援するチ
ームを地域に�げていきます。

先�技�を活⽤し
地�で�業する
若者を�やす

��の�業構�を�えていくAIを、地
域�題�決の⼿�として活⽤できる若
者を�てます。その挑戦の積み重ね
が、�たな価�を⽣み�し、若者が地
元で�業する流れをつくることを⽬指

します。

今後の展望について

Japan�Wagamama�Awardsを開催して、1週間。
グランプリをはじめ、各賞を受賞された地域から驚くほど多くの反響をいただきました。
「地域にあかるい話題ができて嬉しい」
「⾃分の地域から世界で活躍する若者が出ると思うと、誇らしい」
「地域のみんなで、つくったアプリを使ってもらえるようにしたい」
など。そんな声を伺い、地域の⼦どもたちが活躍することはこんなにも地域から喜ばれるものであり、
そして、その影響や刺激はMIT�AI�Education�Summitに参加する本⼈だけのものではなく、地域全体の変
化をつくる可能性があることを実感しました。
中⻑期的に私たちは、Japan�Wagamama�AwardsをはじめワガママLabの活動を通じて以下のような⽬
標を掲げて推進していきます。

若者が先端技術を活⽤して地域課題を解決する仕組みをつくる

地域全体で若者たちが世界へ挑戦を応援できる仕組みをつくる

若者たちが帰れる地元をつくる

■ワガママLabがつくりたい未来

■今後⾏っていくこと

以上、簡単ではありますがJapan�Wagamama�Awardsの活動のご報告でした。
ここからは受賞したアプリの概要を記載したポスターを添付いたします。

Japan�Wagamama�Awardsホームページがこちら�▶












